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「牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクール」は、牛乳をはじめとする各種飲料用紙パックを
素材とした工作の機会を提供することで、より多くの子どもたちに造形活動に楽しく取り
組んでもらいたいと思っています。また、工作を通じて環境への思いやりを育みたいと、
紙の循環や森林資源、地域や地球にやさしい行動など、気付いたこと、思ったことを感想
文に書いてもらっています。
この記録は、 2018年の佳作以上に入賞した30作品を制作した子ども達の感想文集です。
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『牛乳パックバッグ』
松澤　匡さん　埼玉県川越市立霞ヶ関東小学校　5 年 

一昨年はサッカーボール、去年はサッカーシューズを作った
ので、今年はこの二つを入れるためのバッグを作りたいと思
いました。まず、自分のサッカーバッグを参考にして、でき
るだけ簡単な形になるように型紙を作りました。次に、牛乳
パックを 1センチ幅に切って、バッグのそく面を筒状に編ん
でいきました。編むと丈夫になることは、去年のシューズで
学びました。去年とちがう所は、表の紙を 1枚はがしたこと
です。少しやわらかくなり、楽に編むことができました。
次に、牛乳パックをあえてクシャクシャにしました。牛乳パッ
クは固くてじょうぶなことが特性ですが、今回のバッグ作りに
は固すぎました。クシャクシャにすることで、ミシンでぬうこ
とができました。パーツはすべて、一枚はがして使ったので
すが、牛乳パックは何そうにもなっていて均等にはがすのは
とても苦労しました。でも、牛乳パックの構造を知り、良い
学びとなりました。一番のお気に入りは、牛乳パックを丸め
てボタンにしたところです。
今年も、母や祖母にアドバイスをもらって作品を作ることが
でき、感しゃの気持ちでいっぱいです。これからも僕は、牛
乳パックで身近な物をもっともっと作っていきたいです。

『牛乳パックのパンダ』
稲垣　優衣さん　埼玉県さいたま市立浦和
別所小学校　4 年

工夫したところは二か所です。パンダの体の色はぬっ
たりせずに、パックそのものの色を使って表現しまし
た。牛乳パックに黒はなかったので、白と紺の 2色で
表現しました。また、笹の葉っぱは、うすくさいた牛
乳パックをはり合わせて、本物に近づくようにしました。
体も、牛乳パックをうすくさいて、はって作りました。
厚みがあるとすぐにはがれてしまい、うすいと、きれ
いに簡単にはれました。でも途中でやぶれたり、すけ
るほどうすくなってしまい、ちょうどよい厚みにさくた
めに 47 枚もの牛乳パックを使いました。
一学期に学校のゴミスクールで、埋立地はとても広い
けれど、そこがいっぱいになってしまうと、他の広い
場所を探さなくてはいけないことを知りました。そうな
らないように、ペットボトルや紙パックは洗ってリサイ
クルに出して、ごみを増やさないようにしています。こ
れからも続けたいです。

『水車小屋』
山本　幸奈さん　三重県桑名市立多度青葉
小学校　4 年

牛乳パックの特性を生かして、水で使える物を考え、
水車を作ろうと思いました。初めに水車について調べ
たら、昔から、生活に欠かせない道具だったというこ
とがわかりました。そして、どうせなら、水車小屋の
中身も全部作りたいと思いました。動く仕掛けをつくる
のに、とても苦労しました。
最初の仕掛けは、小麦やそばなどのからをむくだっこ
く機で、水車の回転に合わせて、軸から突き出た棒が
木づちを上に持ち上げ、棒が外れると落下します。ス
ムーズに動くように、木づちの重さをちょうせつするの
が大変でした。次の仕掛けは、実をこなにするひきう
すです。たて回転の歯車を横回転の歯車につなげて、
石うすを回すのですが、とにかく苦労しました。
上から水を注ぐと水車が回り、だっこく機とひきうす
が動いた時はとても感動しました。電気やガスのエネ
ルギーではなく、流れる水を利用するところがエコで、
昔の人はすごいなあと思いました。

最優秀賞

優 秀 賞 優 秀 賞

作品のカラー写真は表紙でご覧頂けます。
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『ぼくのエコ地球儀』
幸田　悠生さん　京都府京都市立御所南小学校　
4 年　

地球儀が好きで、触ったりまわしたりしています。あるとき
その感触が「牛乳パックに似ている」と思い、地球儀を作ろ
うと思いました。工夫したところは、経線と赤道に沿ってパー
ツを作り、あみこんで壊れにくくしたところです。球体をささ
えるフレームを安定させるのも難しかったです。この地球儀
のような緑がたくさんあり、
きれいな海もある地球が
ずっと続いてほしいと思い
ます。そのためには、自然
を守り、木から作ったせい
品をリサイクルし、大切に
使っていきたいと思います。

『モザイクアート
リサイクルポスター』　

日野　琴美さん　岐阜県高山市立江名子小学校　3 年
しっかり分べつをしてもらおうと思って、牛乳パックで
ポスターを作りました。1センチメートルの四角に、小
さく切ったパックをはめて、ボンドやテープではりつけ
ていきました。赤や青のパックは文字や絵に使いまし
た。わたしはいつも、ゴミを分べつしています。

『お姉ちゃんのピアノ』
牛本　敦也さん　広島県呉市立長迫
小学校　5 年

お姉ちゃんが「ピアノがほしい」と言ってたの
で、夏休みに作ってあげようと思いました。けん
ばんと同じ幅にパックを切って並べていたら、お
姉ちゃんに「動かないんだ」と言われた！！パック
を折りたたんでバネみたいにしたらはね返るよう
になった。遊び終わったらリサイクルできるよう
に、牛乳パックだけで作りました。

『牛乳パック日本丸』　
安藤　心音さん　岐阜県岐阜市立長良東小
学校　6 年

日本丸のきれいな船体の形を再現するために、木造
船を参考にして、細く切った牛乳パックを並べることに
しました。ボンドでつけたのですが、紙と紙のスキマ
から水が入ってきてしまい、ボンドさがしに苦労しまし
た。出来上がりはきれいな曲線がさいげんできてうれ
しいです。

『牛乳パックマグネット』
神奈川県横浜市立盲特別支援学校
グループ制作　　角田彩音さん 6 年　團原昇汰さん 6 年　
髙瀬勇太郎さん 4 年　武藤香暖さん 3 年　安東奏音さん 2 年

工夫したところ「たくさん作るためにミキサーを使ってパックを細かくしました」「お花紙を入れてきれいな作品になるよ
うにしました」　どのように使ったか「冷蔵庫や黒板に手紙を貼るときに使いました」　できあがった感想「おうちで使え
るものが作れてよかった」「家族に喜んでもらえたら嬉しい」「飲んだら捨ててしまう牛乳パックが使えるものになって嬉し
かった」

全国小中学校環境教育研究会賞 

全国牛乳容器環境協議会賞

全国牛乳パックの再利用を考える連絡会賞

日本乳業協会賞

審査委員会
特別賞
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佳  作

『はじめてのキャンプ』　
野村彩蓮さん　岐阜県神戸町立南平野小学校　1 年　　
なつやすみに、はじめてキャンプにいきました。わたしは、ひお
こしとおこめをとぐかかりをしたので、パックでつくってみようと
おもいました。パックのいろをそのままいかしました。がっこうで
は「エコのひ」にアルミかんとぎゅうにゅうパックをあつめてい
ます。これからも、すてずにリサイクルをしていきたいです。

『ティラノサウルス』
田之上昊さん　奈良県斑鳩町立斑鳩東小学校校　１年
むずかしかったところは、からだです。てとあしは、かんたんに
できました。できたときはうれしかったです。このきょうりゅうは
たつこともできます。

『火消し纏』　
若山怜穏さん　大阪府島本町立第二小学校　1 年
もちてのぼうをつくるときに、ほそいぼうにぎゅうにゅうパックをまきつけてつ
くったのですが、かみがかたくてなかなかまるめることができずたいへんでし
た。いもうととひけしやさんごっこをしてあそびました。

『くわがたとかぶとむし』　
渡辺ハルさん　長崎県長崎南山小学校　1 年
こんちゅうがだいすきで、くわがたとかぶとむしをかっているので、みながら
つくりました。ちょっときるのがむずかしかったけど、たのしいなとおもいま
した。もっともっとたくさんのしゅるいをつくりたいとおもいます。

『ひニャ人形』　
那須彩音さん　広島県広島市立中筋小学校　2 年
牛にゅうパックのがらがきものにぴったりだと思ったので、おひな
さまをつくりました。ぼんぼりを作るのに、牛にゅうパックを細なが
くきって、おるのがむずかしかった。ねこの形にしたところがきにいっ
ています。

作品のカラー写真は裏表紙でご覧頂けます。
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『ナイトのよろい』　
田村凌一さん　広島県広島市立中筋小学校　2 年
1 年生の夏休みにナイトのかぶとを作ったので、今年はかぶとにあわせたよろい
を作りました。パックをはさみで切るのはきょ年よりうまくできましたが、かたの
カーブづくりがむずかしかったです。自ぶんの体にあわせるくふうをし、けんの
先をするどくしたら、本ものみたいにできました。かっこいいのが出来て、大ま
ん足です。

『きょ大クワガタ』　
田中篤さん　岩手県洋野町立帯島小学校　2 年
夏にとったみやまくわがたをみて作りました。足のかんせつを作ると
ころがむずかしかったです。かんせいしたのを、いとこたちにみせま
した。家でのんだ牛にゅうパックは学校にもっていって、リサイクル
にだしています。

『おちゃのどうぐ』　
土屋悠音さん　神奈川県相模原市立淵野辺小学校　2 年
ちゃせんのほのぶぶんを細く切るところと、おちゃわんをきれいな形にす
るのがむずかしかったです。ひいおばあちゃんにプレゼントして、おちゃ
の点てかたをおしえてもらいました。ぎゅうにゅうパックでできていること
におどろいていました。

『ぎゅうにゅうパックのきょうりゅう』　
小林稜空さん　愛知県西尾市立鶴城小学校　2 年
お父さんがほねの形にきったぎゅうにゅうパックを、ぼくがきょうりゅうの形にく
み立てました。じょうずにできたので、見るとうれしくなります。また、お父さ
んといっしょに何か作りたいです。

『牛にゅうパックのきのこがさと長ぐつ』　
中戸川琉太郎さん　神奈川県平塚市立富士見小学校　2 年
牛にゅうパックは紙なのに、水をとおさなくて強いところがすごいです。その牛
にゅうパックでかさをつくろうと思いました。雨の日にきのこがさをさして、犬
のさんぽに行きました。雨がふってもぬれませんでした。雨の日がすきになり
ました。牛にゅうパックはいろいろなも
のがつくれて大すきです。

『天しのはね』　
柳川釉叶さん　岐阜県岐阜市立岐阜小学校　2 年
パックをリサイクルに出すためにひらいている時に、かどが羽のじくに見えた。
本当の羽をよく見て、むきに気をつけてこまかく切るのがむずかしかった。学
校ではっぴょうした時に、みんながせなかにあてて、あそんでくれて、うれしかっ
たです。
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『おさんぽキョウリュウ「牛乳サウルス」』　
野間陽斗さん　富山県富山市立上滝小学校　2 年
まず、せっけいずを書きました。でも、顔やしっぽが重くて、ささえら
れるかしんぱいだったので、いすのぶぶんは何まいもかさねて体をさ
さえられるようにして、顔としっぽはかるくなるようにしました。いもう
とは 2才です。外で遊んでいてつかれたら、キョウリュウといっしょに
休んでいます。いつもはリサイクルに出している牛乳パックで、いすが
できたのですごいです。これからもいろいろつくりたいです。

『みんなにやさしい紙パックきょうりゅう』　
星龍之介さん　埼玉県久喜市立菖蒲小学校　3 年
全体を緑にしたかったので、緑のパックを集めて作り、色はぬらないで、口
の中も赤いパックを使って、さいげんした。２本足で立たせるのや、土台に
しっかりとめるのがむずかしかったけど、楽しく作ることができたので、リサ
イクルすることはいいことだと思いました。物を大切にしようと思いました。

『ハートのポップアップカード』　
村井真綾さん　茨城県土浦市立荒川沖小学校　3 年
11しゅるいもの紙パックを使いました。いろいろな色のハートを作り
たかったからです。むずかしかったのは一つ。紙があつくて、ハート
を切るのがとてもたいへんでした。でも、きれいに作れてよかった
です。

『このつりざおで大物をつるぞ！』　
田尻大翔さん　兵庫県加古川市立加古川小学校　3 年
つりがすきなので、つりざおとルアーを作りました。持ってい
るつりざおをよくかんさつして、本物と同じように作りました。
リールはじっさいに糸がまけるようにし、とりはずしもできま
す。ルアーはカラフルにしてほんものの魚に見えるようにくふう
しました。へやにかざっていると、つりをしている気分になって、
休みの日がたのしみになります。

『アノマロカリス百まいうちわ』　
藤山瑛さん　埼玉県北本市立西小学校　4 年
牛乳パックをたくさんかさねたので、風がたくさんでるうちわができまし
た。アノマロカリスは、5億年前のカンブリア紀最強の生き物です。海を
ゆうゆうと泳ぐ姿をイメージして作りました。

作品のカラー写真は裏表紙でご覧頂けます。
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『なんでも収納！パックンチョ！！』　
七木田優さん　岩手県盛岡市立仁王小学校　4 年
バネで走る車、弟のおもちゃ、せん望きょう・・・ぼくが作ってきた作品の材料は、
紙コップ、空き箱、トレイなど。何かに使えないかと取って置いている。その中
で紙パックは手に入りやすく、あつかいやすい大事なもの。お世話になっている
材料だから、長く使える物を作りたかった。そこで、工作道具入れを思いついた。
たくさんの種類の道具を分けて入れられるようにたくさんの仕切りを作ることにし
た。ふたを開けると全体が立ち上がるようにすることもできた。ますます工作が
楽しくなっている。

『紙パックうちわ』　
坂本憲哉さん　岐阜県岐阜市立長良東小学校　4 年　
大きな紙がつくれるように紙すきのかたも手づくりしました。ほねも、紙パッ
クのじょうぶさをいかし、角度をはかって間かくがそろうようにしました。や
ぶれないようにかわかすのが大へんでした。じょうぶで、あおぎやすく、ずっ
と持っていたい気分になりました。

『立体牛乳パック富士山』　
下村珊瑚さん　静岡県吉田町立住吉小学校　4 年
私が住んでいる静岡県で一番有名な富士山を作ることにしました。
高さをひょうげんしたかったので、牛乳パックを何枚も重ね合わせま
した。ボンドがはがれてしまい、むずかしかったです。

『木を守るカイトタカ』　
髙橋快翔さん　宮城県富谷市立あけの平小学校　5 年
家のブルーベリーの木を守るために、タカのかたちのカイトを作りました。
牛乳パックは水に強いので、雨がふっても外におけるからです。用がす
んだら、再利用もできます。牛乳パックはかたくて、切るのやボンドでは
るのが大変でしたが、きっとブルーベリー
を守ってくれると思います。

『ペンギン』　
東原寛人さん　大阪府吹田市立古江台小学校　6 年
たまっていたパックは青と白ばかり・・・色から考えて、ペンギンを作ることにしました。
紙パックを細く切ってペンギンの毛を作りましたが、なかなか毛のようにはみえず、苦
労しました。

『ＲＯＳＥくす玉』　
久保結彩さん　福岡県小郡市立三国小学校　6 年
くす玉の外がわに 66 個、くす玉の中からたれ幕と一緒に出てくる1個、合計 67 個のバ
ラをつけるのが大変でした。ボンドがかたまるまでおさえていないと、すぐに落ちてしま
うからです。バラを作ったり、くす玉の作り方を考えたりして、できあがるのに 3週間以
上かかってしまいました。家族のたん生日に、毎年使おうと思います。
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